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フラクタルが選ばれる理由

弁護士による
聞き取り

弁護士による聞き取り

法的視点からの
アドバイス

フラクタルだから
できる対応

内部通報業務システム概要
※ご希望に応じてカスタマイズが可能です。

通報者

会社

当事務所より
報告+法的観点からの
アドバイス

担当部署や
顧問法律事務所による調査

当事務所

電話、メールでの通報窓口設置・通報受付
※メールは会社ごとに専用のアカウントを設置いたします。
※毎月の通報件数をご報告いたします。

通報内容を整理して御社にご報告
※報告とともに簡単な法的アドバイスを差し上げます。

法的視点からのアドバイス

弁護士による聞き取りですので、報告の際に法的なアドバイスを差し上げます。

フラクタルだからできる対応

必要に応じ担当部署や顧問法律事務所で調査を行う

当事務所に調査内容を連絡

当事務所より通報者へ報告

当事務所より通報者へ報告

通報

調査結果の連絡
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当事務所は一般的な事件に加え、男女間のトラブルや医業のクレーム処理
の案件を多く取り扱っているため、聞き取りながら沈静化に向けた方法を
探ることが可能です。

弁護士による聞き取りですので、聞き取り内容が明瞭かつ法的なポイントを把握
したものになります。



よくあるご質問

通報可能な時間はいつですか？Q

電話は平日１０時～１９時です。メールですと３６５日２４時間受け付けております。

通報者の方への返信は１～２営業日以内に行っています。

費用はいくらぐらいですか？Q

会社の規模や前年度の通報実績によって異なりますが、基本的に前年度が12件

以下の場合には月額３万円、前年度が12件超の場合は月額5万円となります。

見積もりの基準はありますか？ また、どんなサービスがありますか？Q

社員数と前年の通報実績が見積もりの基準となります。サービス内容は、通報者か

らの事案の聞き取りと会社への報告、法的アドバイスとなります。なお、具体的な調

査や会社への対応・指導については、別途お見積りをさせていただきます。

会社側へはどのように報告されるのでしょうか？Q

メールまたは書面にての報告となります。通報内容は通報者が許可した範囲内で

の報告となりますが、事実関係を整理し、法的視点に即してご報告いたします。報

告とともに簡単な法的アドバイスも差し上げます。

Q 「法的アドバイス」とはどんな内容でしょうか？
通報者、会社、それぞれに解決のアドバイスをいただけるのでしょうか？

通報内容が会社側の違法行為の指摘であり、法的対応を要する場合等に会社側

にアドバイスを差し上げます。通報者にアドバイスすることはありません。

Q 内部通報制度が社内で余り利用されていません。どうしたらもっと利用し
てもらえますか？

当事務所も社内周知に協力します。受け手が誰かわかるよう、弁護士の写真も提

供いたします。社内研修等を行うことも可能です。

この場合、通報者への法的アドバイスについてはできないとお伝えします。例えば会

社から未払いの給与を払ってもらえるのか等、会社に関係する相談が来たら、別の

法律事務所へのご相談をおすすめします。ただし会社への報告はいたします。

Q 「会社を訴えたいので依頼したい」という通報があった場合は、どのように
対応するのでしょうか？

Q 通報者が匿名希望だった場合、社内での対応をその匿名希望者にフィー
ドバックしてもらえますか？

フィードバックできます。

次頁に続く



東京都獣医師会、医院、獣医院、歯科医院、医療法人、建設・建築会社、不動産管理会社、
システム開発会社、コワーキングスペース運営会社、デザイン会社、web制作会社、芸能事務所、
人材紹介会社

主な顧問先

医療関係、企業法務、著作権、離婚・男女問題、相続問題、ベンチャー支援、交通事故、刑事事件、
各種講演会、テレビ番組出演

取扱業務

フラクタル法律事務所とは？

田村 勇人
（たむら　はやと）

一般民事・刑事・医療過誤・企業法務等、幅広い分野を取り扱いながら、社会的影響の大きい事件
や、新しい最高裁判断を勝ち取る等、困難な事案にも取り組んでいます。コメンテーターとしてメディ
ア出演や寄稿も多く、一般の方々へ向けてのわかりやすい解説が好評を得ています。 

「日本経済新聞」、「朝日新聞」、「AERA」、「週刊文春」、「週刊新潮」、「Ｑ＆Ａでわかる「いい歯医者」」 
他多数。

「ワールドビジネスサテライト」、「あしたのニュース」、「みんなのニュース」、「直撃LIVEグッディ！」、
「とくダネ！」、「ノンストップ！」、「スッキリ!!」、「めざましどようび」、「バイキング」、
「グッド！モーニング」、「知りたがり！」他多数。

プロフィール

代表弁護士

メディア実績

よくあるご質問

Q 顧問弁護士に内部通報窓口になってほしいと頼みましたが、断ら
れました。同じ法律事務所ですが、大丈夫ですか？

大丈夫です。顧問弁護士は利益相反の問題がありますが、当事務所は

中立の立場ですので、そういった問題は生じません。

Q 電話代行会社、コールセンターなどでも内部通報をやっています
が、法律事務所に頼むのと何が違いますか？

弁護士には守秘義務がありますので、通報者に安心してお話しいただく

ことができます。また、弁護士は話を聞くプロですので、通報内容の中の

法的な問題点がわかり、聞き取る事情の取捨選択が正確に行えます。

（第一東京弁護士会所属）




